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論文内容の要旨

VP を基本とした ATM 網を設計する際には，網の形状やユーザからのトラヒック発生パターンなどを考慮すると

共に，セル廃棄率，呼棄却率の転送品質及び遅延時間などの通信品質を満たしながら網全体の構築コストを最小化す

る必要がある o 与えられたトラヒック量に対して，セル階層と呼階層での転送品質を満たす VP 最小帯域を等価帯域

の概念を用いて計算するo さらに，提案するアルゴリズムを適用して，各 VP の経路を求める。基本的に VP はエン

ド間で設定を行うことによって網運用を簡単化しようとするものであるため， VP を基本とする網は必ずしも効率の

良いものになるとは限らない。そこで，本研究ではさらに VPX， VCX の 2 種類の交換ノードを考膚して効率良い網

構築の可能性をも探ってゆく。

次に， VP を基本とした ATM 網が構築された場合にも，網の中継リンクや VP が経由するノード上に故障が発生

する可能性がある。しかしながら，本研究では，故障が発生する場合にも，ユーザ聞の通信を高品質に保ちながら信

頼性の高い網を実現するための網構成に関する設計手法を提案し，その評価を行う。 ATM 網のような高速通信網に

おいては簡単で高速な再ルーチングアルゴリズムが望ましし」そこで，各プライマリ VP に対して予めセカンダリ­

VP を用意する。信頼性の高い網を実現するために全てのプライマリ VP とセカンダリー VP はそれぞれ異なる物理

パスを経由するように設定する o 提案するアルゴリズムでは，網構築コストを考膚し， i) VP の経路を移動する，

註)一つの VP 経路を複数の VP 経路に分離する，温)複数の VP 上のトラヒックを統計多重化して一つの VP に収

容する，ことにより網構築コストを最小化する o

最後に， VP を基本とした ATM 網におけるマルチキャスト通信のためのルーチング方式を検討する。マルチキャ

スト通信では通話時間内に受信中のノードがサービスを終了したり，ノードが新たにサービスに参加したりすること

がある。本研究では，バーチャルパスを基本とした ATM 網での受信ノードの接続呼数の変化を考慮したマルチキャ

ストルーチング方式を提案し，その性能を評価する D 提案したマルチキャストルーチング方式を用いて，与えられた

網に対して，送受信ノード間の遅延時間の条件を満たしながら網資源を効率的に利用できる経路を求めるo
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論文審査の結果の要旨

本論文は，ノイーチャルパス CVP) を基本とした ATM 網において，セル廃棄率，遅延時間， あるいは，呼損率な

どの通信品質を満たしながら，網全体の構築コストを最小化する網設計方式を提案し，さらに，網で故障が発生した

場合にも，ユーザ間の通信を保証できる信頼性の高い網構成に関する設計手法の提案，評価を行っている。またバー

チャルパスを基本としたマルチキャスト通信においてアプリケーションを意識した新たなルーチング方式を提案し，

その効果を明らかにしている。

まず，網構築の総コストを抑える VP 構成手法を提案し，その評価を行っている。与えられたトラヒック量に対し

て，セル階層と呼階層での転送品質を満たすような VP 最小帯域を等価帯域の概念を用いて導出し，その結果に基づ

いて各 VP の経路を求める手法を提案し，いくつかのネットワークに適用することにより，その有効性を明らかにし

ているo 提案アルゴリズムにおいては VPX， VCX の 2 種類の交換ノードを考慮することによって，より効率の良い

網構築を可能にしているo

次に， VP を基本とした ATM 網における故障の可能性を考慮した，高品質かっ信頼'性の高い網を実現するための

網設計手法を提案し，その評価を行っているo 提案しているアルゴリズムは， VP 経路の変更， VP 経路の分離， お

よび複数の VP 上のトラヒックを統計多重化して一つの VP に収容することにより，網構築コストを最小化するもの

である。提案アルゴリズムをネットワークモデ‘ルに適用することによって，信頼性向上のためのコストを最小限に抑

えられることを明らかにしている。

最後に，マルチキャスコネクションにおいてユーザが接続を終了したり，ユーザが新たに接続に参加したりするア

プリケーションを考慮したマルチキャストルーチング方式を提案しているo 評価の結果，接続形態の変化に応じてパ

ラメータを定めることにより，提案方式が網資源を有効に・活用できることを示している。

以上のように，本論文はマルチメディア通信を行うための高速通信網において網構築の総コストを抑える VP 構成

手法，また，信頼性の高い網の構成に関する設計手法を提案し，さらに，マルチキャスト通信のためのルーチング方

式を提案し，それらの方式が非常に有効であることを示しており，今後dマルチメディア高速通信網の実現に大いに

寄与するものと考えるo よって博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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